
令和２年度・３年度 新潟市学校プロジェクト指定研究 

生活科・総合的な学習の時間 授業研究発表会  新潟市立小針小学校 
 

研究主題 

応答力を育成する教育課程の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応答力 
身の回りに生じる様々な状況・問題に

対して，自分とは無関係なものとして切り

捨てるのではなく，自分を開き，自分自身

にも関わる問題として引き受け，自らのも

てる力を総動員して，異なる多様な他者と

協働して力を合わせながら，最適な解決

方法を探し出していく力 

 

 

単元配列表は「学びの地図」 
各教科等と生活科・総合的な 

学習の時間をつなぐ 
 

○ 育成を目指す資質・能力で 
関連付ける 

○ 考えるための技法（思考 
ツール）を関連付ける 

単元配列表を使い，単元を意図的に 
配列することができれば，資質・能力を  
「活用・発揮」する可能性が高くなるはず… 

生活科・総合的な学習の時間と各教科
等は，互いに補い合い，支え合う関係に
あり，相乗効果を発揮していくはず… 

生活科・総合的な学習の時間
における学びの向上 

【45分間の授業づくり】 
＜本時のしかけ＞ 
１時間の授業の核となる「教師の 

積極的な働き掛け」を 1つ考える 
（板書の構造化，思考ツールの活用，
実物提示，話題提供，場の設定など） 

【単元づくり】 
１ 本気を引き出す課題の設定 
２ 体験的な活動（情報収集）と表現の充実 
３ 対話（関わり）の活性化 

私たちの願い 

学校で学んだことが，子どもたちの
「生きる力」となって，明日に，そして 
その先の人生につながってほしい。 
社会に出てからも，学校で学んだ 
ことを生かせるような学びを 
提供するような学校で 

ありたい。 
令和３年度 新潟市立 

小針小学校教育ビジョンより 

 「令和の日本型学校教育」に必要な授

業観や子ども観，ICTスキルを教職員が

共有するとともに，教職員の心理的安全

性を担保するために，「ワークショップ型」

「学びカフェ」の校内研修を行っています。 

子どもと子どもが，担任と担任が， 

子どもと学年の担任がつながるために，

「全学年１年ごとの学級編制」 

「小針式教科担任制（学級担任間のゆる

やかな交換授業）」を導入しています。 



応答力を発揮する子どもを育むために 
 
（１）単元配列表の活用と見直し 

生活科・総合的な学習の時間を中核に据え，各教科等と生活科・総合的な学習の時間を，
育成を目指す資質・能力を基に関連付ける。 
各教科等で身に付けた資質・能力を活用・発揮する場面を繰り返し・意図的に設定する。 

① 育成を目指す資質・能力の三つの柱のうち， 
「学びに向かう力・人間性等」を＜思い・願い＞ ＜協働＞ ＜自律＞ の３つに， 
「思考力・判断力・表現力等」を＜課題の設定＞ ＜整理・分析＞ ＜まとめ・表現＞ 
の３つとする。 

② これら６つの資質・能力を生活科・総合的な学習の時間には，もれなく位置付ける。 
③ 活用・発揮する資質・能力を結ぶ。例えば，国語科の資質・能力として，こういう 
表現の仕方を学んでいるから，それを総合的な学習の時間で活用し発揮するという考 
え方で結ぶ。例えば，学級活動で用いた思考スキルを生活科の時間で活用し発揮する 
という考え方で結ぶ（単元の順序や指導時期の見直しも含む）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単元配列表の見方（詳細は HPをご参照ください） 

 

 

各教科で一つ一つの資質・能力を育む網羅する学びから 
 

身に付けた資質・能力を生活科・総合で活用・発揮する学びへ 

※ 知識・技能については，単元配列表上では関連を示さず，生活・総合の学習指導案上で，その学年で育むことを目指す知識・技能を明記する。 

小針小 HP 

QRコード 

図 育成を目指す資質・能力の三つの柱と応答力との対応 



（２）小針式・思考ツールの活用 
小針小学校の考える技として思考スキルを６つに限定し，子どもたちと共に 

思考ツールの活用方法，適切な場面を理解しながら使う。 

⇒ 思考ツールを用いて 適切な制約 を設け， 期待する思考 を促す。 
 
主に用いる思考スキルとそのための思考ツールの具体例 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

考えるための技法（思考ツール）を切り口に各教科と生活科・総合をつなぐ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主に用いる思考スキルを予め想定 

 

授業で思考ツールを積極的に活用 
 
※ 思考ツールを自分で選べるよう， 
教師が助言する段階から，子ども
たちが選択・組み合わせて使う段
階へと経験を積み重ねる。 

単元配列表上で， 
各単元で中心となる思考スキルを明示 

 
同じ思考ツールを用いる単元を関連的に学習 

 
◎ 教師：教科横断の視点として思考ツール 

を活用できる。 
子ども：どの教科でも自覚的に思考ツール 

を使いこなせるようになる。 

①広げる・つなげる ②分ける＜KJ法＞ 

③比べる ④様々な方向から見る 



 

単元配列表の活用の具体例 
○ ５年生社会科「未来を作り出す工業」で， 
表（思考ツール）を用いて自動車と船の 
情報を整理し，比べる思考スキルを用いる。 

 

○ ５年生総合「米粉のおいしい料理の仕方 
 を調べよう」で，表（思考ツール）を用い 
て米粉パンと米粉クッキーの情報を整理し， 
比べる思考スキルを用いる。 

 

 

 

（１）（２）によって 
＝ 子どもたちは，関連する資質・能力に関わる学習を自覚して学ぶことで，学んだ力を
発揮できる。 

＝ 教師は，意図的に配置された単元配列表に基づいて単元・授業づくりを行うことで，
単元同士の関わりや発揮させたい資質・能力を意識しながら指導できる。 

 
 
（３）学びの質的な向上 

単元づくり，45分の授業づくりのポイントを絞り，今年度取り組む単元に即して要点
をまとめて指導案上に記述。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（３）によって 
＝ 生活科・総合的な学習の時間に，各教科で身に付けた資質・能力が活用・発揮される
ことを期待し，より一層「応答力」を確かに育む。 

 

 

 45分間の 
授業づくり 

生活・総合の 

単元づくり 

同時期に 

45分の授業づくりのポイント 
前時までの学びの様子を見取り，単元で育成を目指す 

資質・能力に照らして本時目標を設定。 
核となる本時のしかけ（教師の積極的な働き掛け。

【例】板書の構造化，思考ツールの活用，話題の 
取り上げ，実物提示，場の設定 等） 

を１つ考えて，45 分の授業を計画。 

単元づくりのポイント「主体的・対話的な学び」の視点から 
１ 本気を引き出す課題の設定 
 真正な課題の設定方法を明示。 
２ 体験的な活動（情報収集）と表現の充実 
学習対象との関わり方やその手立てなどを明示。 
３ 対話（関わり）の活性化 
ひと・もの・こととの関わり方，手立てなどを明示。 



学びの実際の姿   
①広げる・つなげる 
○ ３学年・国語・「仕事のくふう，見つけたよ」 

 

 ⇒ ウェビングを使って，「商店街」のキーワードから地域にあるお店を拡散的に思い出すことで，

似たような店ごとに類別しながら集約することができた。 

 

②分ける 
○ ４学年・学級活動・「学級内の組織づくり」 

 

⇒ KJ 法を使って，条件を確かめてから日直のスピーチ内容について案を出し合い，似たものを

まとめることで，話しやすいスピーチ内容を決めることができた。 

 

③比べる 
○ １学年・生活科・「がっこう だいすき」 

 

⇒ ピラミッドチャートを使って，学校探検で見付けた教室を使ったことがある（条件１），絶対に覚え

なければいけない（条件２）で順位付けをすることで，部屋の名前を覚えやすくなった。 

６つの思考スキルを用いて行った授業板書の実例紹介。 
※ 学年・教科・「単元名」を示す。 



④様々な方向から見る 
○ ６学年・家庭科・「夏を涼しくさわやかに」 

 

⇒ Y チャートを使って，暑い夏を快適に過ごす工夫を 衣・食・住の観点別に整理することで，   

学習のまとめを導きやすくなった。 

 

⑤理由を付ける 
○ ２学年・国語・「わたしはおねえさん」 

 

⇒ クラゲチャートを使って，主人公の行動の理由を本文から抜き出して書くことで，主人公の行動

の根拠を確かめることができた。 

 

⑥評価する 
○ ５学年・総合的な学習の時間・「コシヒカリの魅力を広めよう」 

 

⇒ PMIシートを使って，商品化したいおにぎりの具材のよいところ（Plus）・心配なところ（Minus）・

改善点（Improvement）を整理することで，販売に向けてお店に提案する具材の組み合わせを 

検討しやすくなった。 

 


